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２．第4次発展・強化計画の評価

　前計画である第4次発展・強化計画での実施事業及び評価についてご報告します。4つ
の活動方針を掲げ基本理念達成に向けて取り組みました。事業推進委員会で項目ごとに
評価をしていただき表のとおり整理しました。

〇主な推進目標の成果
1．行政とのパートナーシップの強化
　　担当者レベルの定期協議では打合せ等の機会が増えており、行政との連携がしっかり
と取れていると思われます。また、平成30年度に岡山市社会福祉協議会改革方針を
策定する過程や、その後の進捗管理・補助金等の協議をする中で緊密に連携が取れ
る関係を構築することができています。

2．経営視点の強化
　　事業の増加に伴ってコピー・ガソリン代等、膨らんでいる経費もありますが、改革
方針を策定し、経費の見直しや削減に努めました。

　　また、職員間でのグループウェア24を利用することで情報共有の効率化を図りました。

3．人材の確保と育成
　　全国社会福祉協議会や岡山県社会福祉協議会など、さまざまな外部研修へ職員を積
極的に参加させ人材育成に努めました。新年度採用の募集について年度末に行って
いたものを、時期を早めることにより応募者を増やし、より良い人材を確保するこ
とに努めました。

　　令和2年度にメンター制度25を導入し、新採用職員に対し経験がある職員がフォ
ローをする体制づくりを行いました。

〇継続・検討事項（課題）
・経費の見直し、削減を図るなど効率的な経営
・適正な人材評価と将来を見通した人員配置

活動方針１ 経営基盤の充実・強化と透明性の確保（法人運営部門）

24 ネットワークに接続されたコンピュータ同士で情報の交換や共有、またスケジュール管理等の業務の
効率化を目指し、さまざまな機能を一つのシステムに統合したもの。

25 所属する上司とは別に、年齢の近い年上の先輩社員や、社歴が近い先輩社員が新入社員や若手社員を
サポートする制度。
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〇主な推進目標の成果
1．支部・地区社協活動の強化
　　5地区での小地域福祉活動計画策定の支援を行い、小地域での福祉活動の推進を図
りました。

　　地区社協の手引きを作成し地区社協活動の活性化を図りました。

2．ボランティア支援体制の整備
　　平成30年7月豪雨では北区・東区災害ボランティアセンターを設置・運営し、被災
した方に対し、家屋の片付け、床下の泥かき等の支援をするための災害ボランティ
ア支援のコーディネートを行いました。

　　出前福祉体験教室のマニュアルを作成し、体験教室の質の向上を図りました。

3．関係機関・団体との連携
　　平成30年度はモデル的に東区内の社会福祉法人の交流会を開催しました。令和元
年度には地域共生社会の実現に向けた公益事業全市フォーラムを開催しました。

〇継続・検討事項（課題）
・ボランティアの相談支援体制
・社会福祉法人等との連携強化

活動方針２ 支え合える地域づくりと担い手の確保（地域福祉活動部門）

〇主な推進目標の成果
1．介護保険法事業の質的向上
　　岡山市社会福祉協議会改革方針に基づき、「介護保険事業の受託」を「地域福祉活
動の推進」に活動の方向性を変更しました。これにより、瀬戸町デイサービスセン
ターは令和元年度、ほのぼの荘は令和2年度をもって事業を終了しました。

2．障害者居宅サービスの質的向上
　　必要性に応じて事例検討会議を開催し、利用者にあったサービスの検討や職員間で
の情報共有を図りサービス向上に努めました。

〇継続・検討事項（課題）
・岡山市社会福祉協議会改革方針に基づいた事業のあり方についての再検討

活動方針３ 利用者本位の在宅福祉サービスの充実（在宅福祉部門）
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〇主な推進目標の成果
1．生活困窮者自立相談支援事業体制の充実
　　「交流ネットワーク会」、「支援進行確認会議」等の会議を行い、職員間の相談支援
の情報共有を行うことで OJT26を行いました。また関係機関に会議へご参加いただ
き、支援ネットワークの拡大や連携強化・新たな支援方法の確立を図りました。

2．法人後見受任体制の整備
　　担当職員は成年後見制度についての勉強会に積極的に参加し、スキルアップに努め
ました。また市民後見人養成講座を修了した方に成年後見支援員として活動してい
ただけるように努めました。

3．日常生活自立支援事業体制の充実
　　本人の意思決定支援を重視するため、問題が起きた場合は、ケース会議等で関係者
との情報共有や利用者の意思を確認し課題の整理を行いました。

〇継続・検討事項（課題）
・個別支援から地域へ、地域から個別支援へつなぐ社会福祉協議会内での体制構築
・職員の相談支援スキルの向上

活動方針４ 相談をうけとめ寄り添う体制づくり（生活支援・総合相談部門）

第4次発展・強化計画の評価から見えてきた主な課題

●経費の見直し、削減を図るなど効率的な経営
●ボランティアの相談支援体制
●社会福祉法人等との連携強化
●職員の相談支援スキルの向上
●適正な人材評価と将来を見通した人員配置

26 On-the-Job Trainingの略称で、職場で実務をさせることで行う職員の職業教育のこと。
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